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教教育育 DDXX  理理念念かからら政政策策実実現現へへ  教教育育ののイイノノベベーーシショョンンにに関関すするる一一考考察察（（1100））  

小小粥粥  幹幹夫夫（（ひひととつつななぎぎのの会会））  

mogai@mbn.nifty.com 
１． ははじじめめにに   

光ファイバ実用化、光増幅用半導体レーザの新規事業化などで企業に 37年勤務後、特任教授としての

大学の広報活動のお手伝いをしたのを機に高高校校のの先先生生ととのの繋繋ががりりを深め、「学学びびのの意意欲欲」に強い関心を持

ち、指指導導要要領領の改訂の議論を聴き、現現場場のの先先生生とと教教育育のの専専門門家家をを繋繋ぐぐフフォォーーララムムやシンポジウムを開催、

年次大会での教育イノベーションについての考察報告も 10 回目を迎える。昨年の DX 思考法の教育改革

への適用に続いて、本年＊も内閣府の教育人材育成 WG での政策検討をフォロー、企画セッションを計画

している。企業時代の新規事業開拓を思い出しながら、政策実現への道を考察した。 

＊研究・イノベーション学会第 37回年次学術大会企画セッション CP01「教育DX 政策実現に向けて」  
  
２． 新たな教育理念 

１） 第 6期科学技術イノベーション基本計画と Society5.0 

情報が新たな価値を生む時代を迎え、狩猟、農耕、工業、情報が支える社会から、情報が価値を生む社
会に移行、一人ひとりの多様な幸せを追求する Society5.0の概念が打ち出され、2021年 6月発表された
第 6期基本計画においては、その実現に向けた政策が盛り込まれ、「教育人材育成」が第 3の柱として掲
げられた。 
２） DX思考法とレイヤー構造 

光ファイバと高速無線を媒体とする通信網は超高速
のネットワークを実現、時空間を越えて画像や大量デ
ータを繋ぎ、検索や編集などの処理に加え大量のデー
タから情報を生み出す人工知能によって、一人ひとり
の幸せを追求する大量のデータがクラウドに生み出さ
れている。単にデジタル技術を導入するに止まらず、
社会のシステムの根本からの変革が必要である。「DX
の思考法＊1」において西山氏は物事を単純化、多面的
把握、パターン分類、など抽象化して論理的に思考し
て問題解決を図る重要性を強調している。昨年の企画
セッションでは、手抜きして良いところどり*2、楽に組

み合わせ自在とすることが強調され、縦割りから組織

横断のレイヤー構造への変換、新たなアルゴリズムが

議論された。 
＊1 DXの思考法と教育の未来 (rieti.go.jp)  
＊2 https://www.rieti.go.jp/jp/events/bbl/22030401_goda.pdf 
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３） 文部科学省「令和の学校」と経済産業省「未来の教室」 
文科省の主管する指導要領*3の最新版では「主主体体的的・・
対対話話的的でで深深いい学学びび」「探究」が強調され、経産省は個別
と STEAMをベースとする「未来の教室*4」事業を 2018
年スタート、翌年から両省連携で GIGAスクール事業
開始、コロナ禍で一人一台の端末が前倒しされた。2021
年には文科省は「令和の学校」答申で学校、先生、授業
の基本制度見直し、個別で協働の学びを示し、ワクワ
クを軸に「知ると創る」循環を生む教科を越えた
STEAM教育を取り込んだ。こうした変遷や文科省と経産省の連携は理解が容易でない。個別と協働は主
体的対話的の推進形態と捉え、文科省は生徒の学び、経産省は先生支援の立場からレイヤー構造が構築
されたとのメッセージが必要である。 
＊3 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm 
＊4 https://www.learning-innovation.go.jp/about/  
４） DX インフラ基盤としての GIGAスクール 

一人一台は学びの形態に大きな変化をもたらす。新しい高速の通信網は、人を繋ぐにとどまらず、時空
間を超え、人に加えて画像を含む情報に個別にアクセス、クラウド上にも広がる EdTech を良いところ
どり、仲間と情報共有して協働、自分にあった学びのスタイルを自在に組み合わせ、社会人として自立を
助ける。現場の先生の授業改善の叡智を集大成したデジタル教材、適切な教材へのアクセスを可能とす
るアルゴリズム、的確な個人把握のデータベースがこれらを支える。これはそれまであった学校情報化
とは大きく異なる。 
５） 時間・人材・財源に関する 3政策 46施策 

こうした流れを受けて科学技術イノベーション会議
（CSTI）「教育人材育成」WG は、環境変化、転換方
向、時間、人材、財源についての３政策と実現へのロ
ードマップをまとめた*5。一律一様の同調圧力正解主義
から多様、個別最適で協働な学びを実現するための 3
政策：①ICT 活用した学びの時間空間の多様化②探究
STEAM 教育を支えるエコシステム③文理融合と共同
参画推進をまとめた。 
＊5 https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html  
 
３３．． SSTTEEAAMM教教育育ととはは  

１） 登場の経緯 

 政策②として STEAM 教育が取り上げられた。新指導要領に簡単な言葉の紹介がされているが、令和
の教育答申では本格的に盛り込まれ、探究と並んで教科を超えた思考力育成の方法として強調されてい
る。未来の教室の理念には学びの STEAM化がとりあげられ、今回の CSTIの議論を通して教科を越えた
学びとして統合された。  
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２） ワクワクして「知ると創る」＠未来の教室*4  

 未来の教室は「ワクワク」を軸に「知ると創る」を循
環させ、学びの STEAM化と学びの個別最適化を推進し
て「学ぶと働く」を繋げることを基本理念としている。
ワクワクを生む認知や学習科学の知見は授業改善を助
け、デジタル技術の力も借りて先生の探究と繫がり共有
で、持続的改善など協働の力となる。ひいてはトップダ
ウンの具体的政策に繋げることも可能である。STEAM
教材は教科の授業においても教科を越えた授業を可能として、キャリア指導にも繋がる。 
３） 探究との違い 

知識より思考力育成を重視して登場した探究は、自己の在り方生き方を考えながら総合的・横断的に資
質能力を育成する 1つのプロセスとして、課題設定、情報取集、整理分析、まとめ表現のプロセスが例示
されている。新年度からは、総合的探究の時間に加えて複数教科横断の探究の授業が追加されたが、この
プロセスの最初のステップである課題設定に、多くの現場の先生の当惑と躊躇いが広がっている。この
点、「未来の教室」事業のワクワクを起点とする STEAM化の理念は、教科や分野に関係なく生徒の学び
の意欲を起点とした学びの拡大を重視している。身の回りから出発して広く教科を横断する回路を活性
化させ、総合的な思考を目指している。 
４） 身の周りと教科書 

身の回りの光ファイバは理科の反射屈折の学びに繋げ
る素材として適切である。全反射により光の閉じ込めに
気づかせ、高純度材料の必要性や、パルス波形の乱れ原因
や防止策などの具体的な課題、解決に数学や化学の必要
性を考えさせる。光の三原色と液晶による発光原理との
関係も適切なテーマであろう。授業改善を助けるこうし
た STEAM 教材が今求められている。開発に携わった企
業研究者OBの力を借りられないだろうか?  
５） ICTを活用したしかけ？ 

 学問体系ベースとする現在の教科書の編集方針の変更
が必要である。生徒の反応を元に、授業を持続的に改善す
る工夫を PDCA サイクル回すことで、現場の知見を共有
して発展させることは、SNSや AIなど最新の ICT活用す
ることで可能である。こうしたボトムアップの見識を広く
共有してトップダウンに繋げることも可能であろう。更に
キャリア教育など既存のしかけや蓄積との結合も有効と
なろう。デジタル庁も加わって、文科省と経産省のウェブサイト＊6 の相互乗り入れや統合により、個別
最適な学びを支援する仕組みが構築できないだろうか？ 執筆や編集者に現場の先生が加わり、データ
に基づいたデジタル教材の在り方と活用を追求できないだろうか？ 
＊6 StuDX Style（スタディーエックス スタイル）：文部科学省 (mext.go.jp)   

           
                         

    
               

                         
                                     
                                 
     

                                      

                         
    

   
       
        
          
      
       
       
        
         

   
   

    

― 274―



４４．． 政政策策実実現現へへのの道道  

１） 政府委員会への地方代表参画と戸田市の活動 

CSTI の WG には、中央教育審議会、経産省の産業構造審議会の委員に加え、NPO や地方の教育長も
参画している。戸田市戸ヶ崎教育長*aは文科省の教育改革に関連した委員会にも多数参加、同市の取り組
みを含めて積極的に発言、SNSでその活動を毎日発信し、プラットフォーム in戸田などの現場の先生の
活動を紹介している。政策実現には、こうした活動が全国に展開、次の指導要領改訂の議論に盛り込まれ
ることが重要である。 
＊a「令和の日本型学校教育」を推進する地方教育行政の充実に向けた調査研究協力者会議での発言（FB投稿より） 
「教育委員会―校長―教師―子供という 4者のそれぞれの間のコミュニケーションを双方向でボトムア
ップのものにしていくことによって、これからの時代に必要となる資質・能力を子供達が身に着けるこ
とのできる学校文化が醸成されていくのではないかと思う。」 
２２）） 教教育育長長、、校校長長ののリリーーダダーーシシッッププ  

 この他、企業や中学校長を歴任した広島県平川教育長や長野県内堀教育長が SNSを活用して地域の活
動を紹介している。また北海道の公立高校の林校長が、文科省と経産省のキーマンを招いてシンポジウ
ム＊bを開催するなどして、新たな理念の浸透を図っている。 
＊b 合田さん！浅野さん！なまら教えて！～北の大地の近未来の教育 in札大～ - YouTube 
３） 現場先生の主体的活動と大学の支援 

 夏休みを利用して、現場の高校の先生が集まった自主研修会が多数開催されている。産能大学が主催
した高校教育フォーラムは代表的なもので、数百名の参加したアクティブラーニング実践交流の場とし
て 10年以上続き、現在は探究をテーマに移行している＊c。小規模の自主研究会も静岡、熊本、岡山など
の各地で開催されている＊d。 
＊c 教育改革推進フォーラム（長崎開催）｜産業能率大学 (sanno.ac.jp) 
＊d Learning Design Community | Facebook 
４） 国の限界と学会や民間の力活用 

国の研究機関や各種機構は、政策実現の任務を負う。教職員支援機構はその中心にあって研修プログラ
ム*eを提供しているが、模索が続いている。行政は政策実施をシンクタンクや協会団体に外部委託する他、
助成金を通して NPO やベンチャーの力を活用しているが、学校全体の改革には至るであろうか？政府
の委員会に連動した学会主体の活動もデジタル教科書に関連して見られるが、 
＊e 令和の日本型学校教育の構築：校内研修 No94｜NITS 独立行政法人教職員支援機 https://www.nits.go.jp/materials/intramural/094.html  

 
５５．． ままととめめ  

 企業時代に人手を中心とした 1000工程に及ぶ作業を、技術者の作成した仮マニュアルを作業者が実行
した際の問題を解決して、600 億円／年超の高出力半導体レーザダイオードの新規事業を開拓した経緯
を思い出し、仕組みの創造に拘りを持ち、現場の先生の PDCAを起点とする授業改善のしかけを模索し
ている。こうしたしかけの積み重ねが教育DXにむけた政策実現、教育改革への道が繋がると信じる。デ
ジタル技術、Edtechを活用しで多様な意欲を引き出し、未来構築に向けた学び支援のしかけ追求は続く。 
 
参参考考  研究・イノベーション学会第 36回年次学術大会  １Ｅ０２教育のイノベーションに関する一考察（9）   
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